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日本史教育忙おける文化史の取り扱い方
- 「いき」を素材にした化政文化学習の一試論ー一
飯島睦子
はじめに
今や国際化の時代と言われる。昭和57年度から実施される高等学校学習指導要領の「社会
編」においても，国際理解を深めること忙関して重要視している。たとえば，その目標の冒頭
に「広い視野に立って」という表現で社会科が墓本的に固際的視野の育成忙重要なかかわりを
もつ教科であることを示すととも忙，「現代社会」を始めとして各科目においても，世界や国際
社会に関する問題の理解と認識にかかわる内容を，それぞれの科目の特質に即して十分取り扱
えるように配慮してある。
日本人が，真に国際人として活躍していくために他民族とは異なる日本文化の特色を把握
して， 日本人としての自覚を深める必要があると考える。だが，実際に文化を教材として取り
扱おうとする時，その内容は非常に莫大なものであり，またさまざまな側面がある。
最近 10年間， 日本論• 日本人論・日本文化論等が論壇をにぎわすようになっているのにも
かかわらず，学校教育の場において，立脈な教材研究，すばらしい工夫がなされた授業が少な
いのが実情である。それだけ文化の把据が困難と思われるが，箪者は日本史教育の分野から進
めてみたい。
さて， 日本史教育において，文化史とは一体どのように扱われてきただろうか。人間の歴史
的発展を文化現象であるととらえれば，文化史とは人間史である。人間の「生」が要求した過
程に現われた素材や結実したものは多種多様であるから，その類の如何により，“文学史であっ
たり，美術史であったりするのは当然のことである。とこるが，それぞれの範城だけに理解を
限ってしまって，その理解した内容が，その時のその社会とどういうかかわりがあるのか，文
学と美術とはあるいは他の分野とは，その時の人間の「生」の充実現象として， どういう意味
のものとして互いに結びつくのか，それぞれの文学，美術はわかったけれども，一体「文化」
としてはどういう意味があるのか等，説き朋かさないままに終わったことが多かった。
また，科学的研究の名の下に，社会経済史研究に重心を置きすぎた歴史学は， ともすれば人
間不在の歴史ー文化や，思想等を軽視する風潮を生み出した。
それで，教科書等では文化史と言うと，
① 単に部門史としてとらえて，政治史，経済史の方が中心となっている。
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-41-
② そのために一つの時代の終わりに，芸術 ・学問等の名称と作者や創始者とが並ふ＇格好忙 な
る。
③ 少数のエリートが創り出した造形文化・表層文化のみが扱われ，当時の多数の庶民がどん
な精神状態忙あって， どんなものを創り上げたのかということは無視されてきた。
という問題があった。
以上の諸問題を踏まえて，一試論ながら日本文化を i) 日本人独自の美意識から考察し， j)
一部のエリートが創り出したというのではなく，生活の知恵等から庶民が創り上げ， i)それ
が現代士で風俗・習慣として残存している。という視点からとらえると「いき」を用いて化政
文化を扱うことができる。
従来，化政文化は退廃した無気力な文化であるから，前途ある高校生に深く教える必要はな
いとされてきた。だが， 0成長のマンネリズム期であったり，多様の価値基準をもっていたり
する点では，現代と似かよっている。また，現代に至る風俗・習慣のほとんどがこの時期に生
まれていることを考慮すると， 日本文化を考察していく上で大いに意義があるう。
そこで，箪者は「いき」を素材とした化政文化の主題学習指導案を論じてい（が，一、では
「いき」とその背景，二へでは，具体的な指導案を述べる。
「いき」とその背景
① 「いき」の美意識
「いき」の定義は現代人の感覚と当時の人々のものとではずれがあり，かなり現代では
① ② 
陽性的に用いられている。 また，一言では表現できない複雑な意味を含んでいる。
「いき」についての先行研究は，九鬼周造に代表されるが，その著書『いきの構造』の中
で「いき」を以下のように述べている。
i)異性に対する「媚態（一元的の自己が自己に対して異性を指定し，自己と異性との間に
可能的関係を構成する二元的態度であみ幻である。
i) 「意気」すなわち「意気地」である。意識現象としての存在様態である。 「いき」のう
ちには，江戸文化の道徳的理想か鮮やかに反映されている。
i) 「諦め」である。運命に対する知見に基づいて執着を離脱した無関心である。 「いき」
は垢抜けがしていなくてはならぬ。
ここで，三つの問題点が見いだされる。まず第一位「いき」の具現者としての芸者が，そ
れも深川芸者が代表とされる，芸者中心主義の見方である。そうすると「いき」は芸者だけ
がもつもので，それに対する客の側の「いき」はないのかということになってしまう。
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次鳳 「いき」の第三条件である「諦め」のことであるが， これを仏教的な無常感と考え J
るのは深読みではなかるうか。あっさりした物事忙こだわらない， さっばりとした気性をい
うのであって，少々の事にはケセラセラで過ごせる心情をもつのではないか。
すい
最後に，「いき」と「粋」とを区別していない点である。 「我々が問題を見ている地平にあ
すい
っては， 『いき』と『粋』とを同一の意味内容を有するものと考えても差支ないと思う』と
書かれてある。
その他，いくつか研究がなされているが，「いき」を外面的側面と内面的側面から分析する
と，前者は聴覚からはあまり研究が進められていない。西洋音楽には感じられない「いき」
を邦楽では見事に奏でている。邦楽の特徴として以下のこと．があげられる。
奏でているすぺての音を五線譜に直せるというわけではない。たとえば，等の奏法の強押
し，弱押し ヒキ色，裏連等は'=/laゃbとは違ってもっと檬細な音色になる。調子はずれで
もなく，型にはまっているわけでもない。
また，旋法には都節旋法と田舎節旋法とがある。都節旋法の方が「いき」と感じることが
③ 
でき，田辺尚雄の完全四度の枠組説 にも納得がいく。
以上のように「いき」そのものを把据することはなかなか困難である。決して断定できる
ものではないが，江戸と江戸っ子の特質をとらん上方を中心とした元禄文化の「すい」と
比較し，当時の「いき」をより明確にしていきたい。
② 「すい」と「いき」
「すい」は，江戸時代前期の上方町人が育てた美意識である。井原西鶴の遊里文学『好色
一代男』に代表される。
元禄文化は，人間に対する曖かい信頼性をもっている。世の中は，人間の努力やオ覚によ
って，いくらでも住み易い所にできるという楽観的・希望的世界観や人間観が存在している。
「すい」の美意識も，今生きているその場所を少しでも住み易くするための人間の知恵とし
て存在している。具体的には，原色をよく用い，友禅染で佐野川市松に始まる市松模様のよ
うな絵画的模様を尊ぷ気風がある。パッと脈手で，何かこってりした陽気が漂う。
知に対し， 「いき」は江戸時代後期の江戸町人が育てた美意識である。為永春水の人情本
『春色梅児誉美』に代表される。
化政文化は，人間の可能性に対する絶望や諦念が根底にある。人間の能力は所詮限られた
ものであり，世の中は人間の努力やオ覚によっては， どう忙も動かしかたい部分が厳然とし
て存在する。そのような冷静な悟りを一面でもちながら，遊里という特殊な閉鎖社会におい
て，限定された範囲内での人間性の解放を行なおうとして生み出された知恵が磨きあげられ，
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「通」となり「いき」となった。具体的忙は，中間色―灰色，青色，褐色を用い「くすん
だもの」 「はえぬもの」に美を求める。直線的な縞模様を尊び，さらりとした「シャキン」
とした姿が好注れた。
③ 「通」と「いき」 ー江戸っ子の美意識一
「通」とは，遊里における遊典の知識を正しく身につけていることである。否，遊里だけ
でな〈，芝居の知識も含めて遊びの道に通達していて，程の良い中庸を重んじた知的性格が
強いものであった。 「通」の主な担い手は江戸っ子である。この江戸っ子とは， 日本橋の魚
河岸の大且那たち，蔵前の札差，木場の材木商の且那たち，霊岸島や新川界隈の酒問屋とか
荷受商人というように，元禄以前頃から江戸忙住みついて江戸で成長してきた上層町人と諸
服人たち，根生いの江戸っ子のことである。
だが，寛政の弾圧陀よって「通」人である江戸っ子は，大きく変質される運命をもつこと
忙なる。それは（竹内誠が指摘しているように）， 18世紀後半以降，江戸流通市場の動揺忙
よる江戸内部の階層分化の激化忙よって，大耀忙没落してゆく市民たちが下層社会に沈殿し
旧来の江戸下層民に加えて，それが量的に膨れあがった。さらに農村構造の変化に伴う大
量の脱落農民の江戸流入，江戸下層社会への「滞留」という二重の契機かあった。このよう
な社会現象（江戸下層社会の量的増大）が進んでいく中で， 自称江戸っ子が根生いの江戸っ
子にかわって幅をきかす。没落したとはいえ，依然として高い文化教養を誇っていた根生い
の江戸っ子侭対抗し，大量妬江戸忙流入してきた他国者を馬鹿にし，武家には「はり」を持
って抵抗した。
そして「通」にかわって「いき」が登場する。 「いき」は，意気地や媚態を重要な要因と
するが，それは吉原に対しての対抗意識や複雑な劣等感の表われであった。 「いき」は， 日
雇い，棒手振等のその日暮らしの自由労働者である自称江戸っ子と，岡場所の女郎との底辺
同志が生み出した美意識である。 「通」が吉原通いの男たちの行動原理であるとすれば，
「いき」は特に深川の芸者たちに典型化された美意識だったのである。
主題学習ー化政文化一
① 主題選定の意義
今回の学習指導要領の改訂に際し教育課程審議会の答申では，
「『日本史』
現行の目標及び内容を基盤忙しながら， 日本の文化の創造• 発展・伝播・影響などを当
時の社会と関連のもとに総合的に考察する学習が一層充実できるよう内容の構成忙工夫を
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加える。なお，地方の文化の学習や適切な主題尻よる学習（主題学習）などを充実し，生
徒の学習活動が活発忙展開できるように配慮する』④ 
と述ぺられている。以前から「日本史」は文化の総合的学習という性質をもっていたのであ
るが，さら忙その性格を明確にし，その観点からの学習を充実させていくねらいである。ま
た，知識中心の歴史学習の型から脱皮し，高校生段階としての歴史学習方法と，歴史解明の
手段とを体得させるようにしている。当然，それは学習指導要領の「日本史」匠おいても強
調されている。
東京を一地方ととらえて，その特色を考察してみたい。東京人は他の地城，そこに住む人
に対して（あくまでも一般的妬だが）軽蔑的な言動をとることが多い。その一種鼻持ちなら
ない態度や優越感は，一体いつ頃から生まれたものなのかというと，江戸っ子の成立にまで
遡ることができる。これは，根生いの江戸っ子よりも自称江戸っ子の方に顕著である。江戸
における下層町人の増加，地方からの大量脱落農民の江戸流入という社会現象の中で， 1日来
の江戸市民たちに「江戸っ子だ」という優越感とも土着意識とも呼ぺるものが生まれてきた
のである。流入してきた者は江戸っ子にならなかったのかというと，そうではなく江戸流入
後，巧みに順応同化して言動も江戸っ子に近づいた。否，旧来の市民以上に江戸っ子である
ことを誇示したのであるg
江戸は一つの地城であるととも侭，江戸自体が全国的であるという特殊性をもっていた。
それが現在の東京に至るまで続いていたのである。そして，化政文化も江戸を中心としなが
ら，江戸自身の全国的性格によって， 日本全体に及ぷ特殊性をもっていた。
以下，化政文化の主題学習を作成する際 i) 江戸の特徴， i)担い手， i)それらがど
のように具現化したのかという視点から考察していく。
② 主題学習の展開
〔指導計画〕
（主題） 化政文化
目標： 化政文化は江戸時代後期に江戸を中心として地方に広がっていく。その内容は多種
多様で国民的忙なっていく。その概要をとらえさせる。封建的な枠の中で，町人の内
向する精神が洗練された美的趣味を生み出していくこと忙注目させる。
（第 1時限）
① 本時の題名 江戸と町人
② 本時のねらい
1) 近世史における江戸の特徴を，特に火事が多かったことについて留意しながら考察さ
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せる。
1) 江戸町人の気質，生活の知恵等が，以上の背景から生まれていくこと忙注目させる。
③ 内容考察
近世江戸の特色をあげてみると，第一に絶えず大火があって広い範囲が焦土に化した。第
ニに江戸城や大名屋敷等を造営するために住民たちは何度も強制移転をさせられた。第三に
女性忙比べて男性の数が多く，殺風景な雰囲気があった（この特色は授業では扱わな~ こ
となのである。
そこ忙住む町人たちは， このような背景から， ものごと忙執着しない，金離れが良い，武
家忙対して意気地をもつ等の性質をもってくるよう花なる。
④ 指導内容
導入…•••お七の火事（「火のついたようにお七は逢いたがり」の川柳を話す9
（留意点・・・・・・江戸の火事について関心を起こさせる9
展開•…••①火災頻発の町 ⑰町火消誕生の背景について，防火の町触れ・いるは 48組等
を通して考察する。④町人は，火災後どのような知恵をもち生活をしていたのか
を理解させる。
（第 2時限）
⑫濫制移転の町 江戸の都市改造武家屋敷の移転に伴って，町人の住まいも強
制的に移転させられることを理解させる。
（留意点••••••町火消が「いき」な姿として町人の人気を集めたことに注目させる。
武士と町人のかかわりあいに注目させる。江戸っ子気資が形成されるプロセスを
理解させる9
① 本時の題名 洒落本と人情本
② 本時のねらい
I) 上層町人（根生いの江戸っ子）が，経済カ・権力を背晨に自分たちの生活を積極的に展
開させようとしたことを考察させる。
1) その許された自由は，遊里・芝居・茶・花など，遊芸・娯楽の世界にしかなかったこと
を理解させる。
Il) 寛政の改革を境として，下層町人（自称江戸っ子）が増加していくことに注目させる。
③ 内容考察
高利金融を始めさまざまな手段を弄して財力を蓄え，江戸の大富豪になった札差たちは，
その力を馬鹿馬鹿しいまでの無駄遣いによって誇示した。商人が武士より力のある事実を示
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すことのできるものが，当時忙あっては金しかない。しかもそれを， どれだけ非生産的な面
に投じることができるかで，その商人の実力がはかられた。その派手な身なり，奇矯なふる
まいなどを題材化したものが「洒落本」である。多くの町人から喝釆を受けた「通」の行動
様式がここでは見事忙描かれている。
ところが，寛政の改革を契機忙上層町人の数が減り，かわって文化を担うのが量的忙も増
大した下層町人である。彼らは「いき」と呼ばれる美的生活理念をもちながら， 自らの努力
とオ覚で生きていた。その「いき」を具体化したものが「人情本」であった。
④ 指導内容
導入…・・・遊里忙ついて（町人が武士と乎等になれるのは一体どこか。その例として遊里を
あげる9
（留意点・・・・・・複雑にならない程度に留めておく3
展開・・…①洒落本 山東京伝の『通言総離』から，当時尊重された身なり。表情・態度等
の洗練された趣味をわからせる。
（第3時限）
（留意点••…札差などの上層町人が， 「通」の行動様式をとっていることに注目
させる9
②寛政の改革 棄捐令。風紀の粛正がどのような影響をもたらしたのかを考えさ
せる。
（留意点••••••江戸っ子の二重構造の中で下層町人の割合が増加することに気づか
せるり
③人情本 為永春水の『春色梅児誉美』から，当時の「いき」の姿をわからせる。
（留意点・・・・・・「いき」の精神匹は， どういう背景があるのか，何が反映されてい
るのかを考察させるQ
元禄時代からの文学の流れを整理させる。
① 本時の屈名 浮世絵と歌舞伎
② 本時のねらい
I) 木版画により，大量忙浮世絵が提供される。そこ忙描かれた芸者・歌舞伎役者の姿が，
当時の人々の人気を集め， ファッションを支配していくことを理解させる。
1) 下層町人は「いき」を生活の理念または倫理として受け入れながら，現実花は「その日
稼ぎのその日暮らし」であったことをわからせる。また，彼らが打ちこわしの主体であっ
たことに注目させる。
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③ 内容考察
この頃には，版元商人の地位が確立して，町人大衆の好みを鋭くキャッチして作者侭原
稿•原画を注文した。木版で印刷された書物・浮世絵は書籍問屋を通じて絵草子屋のよう
な小売店に流すシステムができあがっていた。
浮世絵のモデル忙なったのは，主に芸者や歌舞伎役者である。彼らの服装は江戸のファ
ッションを支配し，歌舞伎のセリフは江戸っ子の心情を反映して喝釆を浴びた。その反面
下層町人の生活は苦しいものであり，エネルギーは打ちこわしとなって爆発していく。
④ 指導内容
導入…・・・助六忙ついて（「いき」な姿として人気を集めたが，その服装に興味を起こさ
せる心
（留意点…••あまり細かい点までに立ち入らないようにする；；；
展開.....①浮世絵 師宣，清長・歌麿，国貞・写楽の絵を見せて，当時の風俗・美をわ
からせる。
終わりに
（留意点…・・・元禄期，化政期，幕末期忙人気のあった浮世絵を比較し，美の型
の推移に気づかせるり
②歌舞伎 鶴屋南北の『東海道四谷怪談』が反封建的な人間像を描いて，痛烈
佼社会の矛盾を衝いていることをとらえさせる。
（留意点••••他にも資科を用意し，世話物忙見られる町人の言動忙注目させるo)
③町人の生活 「文政年間漫録」を通して，下層町人の生活の実態をつかませ
る。打ちこわしの王体勢力が彼らであったことをわからせる。
本来ならば，実際忙高等学校で実験授業を行なうべきであったが，時間の関係でそれができ
なかった。そのため，生徒の学習活動忙は触れず侭指導の側（指導内容・指導上の留意点等）
からのみの案になってしさった。今後は， j) 化政文化の他の特徴（学問や思想の面で科学的
。考証的な精神が芽ばえるりと「いき」との関係， i) 他の美意識である「わび」 「さび」と
のつながり等を検討し，実践に努めていきたい。
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釣① 速藤由紀子。本間道子「心理学的にみた『いきの構造』」 『人間研究』昭和40年3月
号 日本女子大学教育学会 1965 参照
② 西山松之助絹『江戸町人の研究第2巻』 吉川弘文館 1973 P.64参照
③ 田辺尚雄 「日本音楽の理論附粋の研究」 『哲学雑誌』 第246号 1909 では，音
階が上から完全四度の枠（ミ～シ） と， もう 1つの完全四度の枠（ラ～ミ）忙よって組み立
てられ7この枠にはさまれた音か不安定になるといっている。箪者は，その典型として「祇
園小唄」の最後の 2小節に見い出されると考える。
④ 相良惟一編 『精解学校六法（昭和53年度版）』協同出版 1977 P.946 
⑤ 江戸弁を話すものは，同じ関東の人間でありながら， 「関東ベイ」と呼んで，そういう言
葉を使う者を馬鹿にした。三田村鳶魚の江戸っ子説は， このような自称江戸っ子の言動を中
心にまとめている。
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